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[原著]

大阪府北部地震発災後の薬局施設の被災状況解析と対応策

北小路学 1)，石渡俊二 2)，谷岡花菜 1)，井上知美 2)，小竹武 2)，大鳥徹 1)

1)近畿大学薬学部社会薬学分野，2)近畿大学薬学部医療薬剤学分野

要旨
　院外処方箋の発行率が 70％を超える中，災害時の医薬品備蓄・供給拠点と
しての薬局の役割は大きい。そこで，2018 年 6月の大阪府北部地震発災後の
薬局の被災状況に関する自由記述を含むアンケート調査を行い，得られた結果
を解析・検討することで，今後起こりうる大地震を含む自然災害に対応すべき
薬局の対策を考察することとした。茨木市薬剤師会会員薬局を対象に，地震に
よる被害状況ならびに被災後の対応策を中心にオンラインによるアンケート調
査を実施した。その結果，被害として壁面のひび，窓ガラスの破砕，水道管の
破損による漏水のほか棚などの転倒・移動が最多であった。医薬品では，水剤
や散剤の落下および破損，漏水に起因する停電に伴う冷所保存医薬品の廃棄も
挙がった。このほか，薬局スタッフの参集の支障に伴う施設の復旧や患者対応
に苦慮したこと等，多岐にわたる被害が確認できた。また，テキストマイニン
グによる共起ネットワーク解析結果から，特に薬局内の棚や医薬品棚の固定化
ならびに緊急連絡を行う際の手段や連絡手順，情報の管理方法などについての
検討の重要性が示唆された。
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緒言
　我が国での院外処方箋の発行率が 70％
を超える現状において，大地震や豪雨を含
む自然災害発生時における医薬品備蓄・供
給拠点としての薬局の役割は大きい 1)。そ
こで，2018 年に発生した大阪府北部地震
における薬局の物的，人的被害等を検討し，
その対応策を考える目的でアンケート調査
を行い，今後の地震発災時における薬局の
問題点の抽出とその対応策を抽出するとと
もに，これら対応策の現状での実施状況を
明らかにすることとした。

方法
　調査は，大阪府北部地震で震度 6弱を記

録した茨木市を対象に，茨木市薬剤師会会
員薬局 106施設に対して，図 1に示すよ
うにオンラインによるアンケート調査を実
施した。調査期間は 2020 年 9月の 1か月
とした。アンケートの内容は，①勤務する
薬剤師および非薬剤師の合計，②地震によ
る薬局の休業期間，③地震による建屋・什
器・医薬品の被害　の 3項目を中心に，被
災後検討した対策を含め自由記述欄を加え
る形とした。
　単純集計は，Excel を用いて算出すると
ともに，自由記述欄の記載内容については，
統計解析手法の一つであるテキストマイニ
ング法を用いて解析を行い，形態素出現頻
度を含めた共起ネットワークによる解析を
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試みた。共起関係の距離は，Jaccard 係数
を用いて算出した。これらの解析には，フ
ロントエンドを司るソフトとしてKH Coder 
ver.3.Beta.03を使用した。また，バックエン
ドソフトでは，形態素解析用ソフトウェアとし
て「ChaSen ver.2.3.3」を，データ解析用ソフ
トとして「R ver.3.1.0」をそれぞれ使用した。
倫理面での配慮
　アンケート用紙は無記名にするとともに，
個人を特定することなく解析することとした。
本研究は，近畿大学薬学部倫理審査委員会の
承認を得て実施した（承認番号：21‒193）。

結果
1) 単純集計結果
　アンケートの回答率は，40.4 ％（44施
設）であった。薬剤師を含むスタッフ数は

図 2に示すように，5名以上：68％，
4名：9％，3名：14％，2名：7％，
1名：2％であり，3名以上の薬局が全体
の 90％超であった。
　地震による休業は，「なし」が 28施設
で最も多かったものの，発災当日の午前中
の休業：5施設，1日の休業：10施設で
あった一方で，休業が 1週間におよんだ施
設が 1施設みられた。
　建屋ならびに什器，医薬品の被害状況を
図 3に示した。
　建屋では，壁面のひびが 24施設と最も
多く，水道管破裂による浸水ならびに上階
や地下の漏水の被害がそれぞれ 2施設で報
告された。また，窓ガラスの破砕が 2施設
でみられたほか，トイレの使用不可とドア
周辺の鉄板の変形がそれぞれ 1施設にみら

図１　アンケート用紙
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れた。一方で被害が特になかったとの回答
が 5施設みられた。
　什器の被害では，棚などの移動・転倒
が 28施設と最も多く，次いでパソコンの
被害が 6施設，調剤機器の被害が 5施設と
続いた。大きな被害がないとの回答も 4施
設でみられた。
　医薬品の被害では，水剤が最も多く 18
施設を占め，次いで散剤 9施設，錠剤 4施
設であった。水剤ならびに散剤では，いず
れも水剤瓶や散剤装置瓶の落下に起因する
ものであった。被害が特にないと回答した
施設が 3施設みられた一方で，停電が原因
による冷所保存医薬品の廃棄：1施設，麻
薬・覚醒剤原料以外のほとんどが被害を受
けた：1施設みられた。
　自由記述欄に記載のあった薬局について，
被災後に検討した対応策のうち完了分を
表 1に示した。
　突っ張り棒による医薬品棚や事務用棚の
固定化，医薬品の落下等防止対策の完了以
外に，連絡手段の確保として LINEグルー
プの作成や電話以外の緊急連絡網の作成の
ほか，民間警備会社の安否確認サービスの
全店舗での実施完了が挙げられていた。ま
た，店舗内での待機や宿泊を想定した保存
食やペットボトル水の備蓄の完了のほか，
防災ヘルメットや軍手，マスクの事前準備
も対応完了分として挙げられていた。

　被災後に検討した対応策のうち，未了分
とその他の意見を表 2に示した。
　上述のように，1施設において停電によ
る冷所保存医薬品の廃棄がみられたが，そ
の漏電対策として挙げられたコンセントの
位置を壁面上部に再設置する検討策が未了
であった。これ以外に，薬局スタッフの参
集不足への対応や被害復旧のための人材確
保が未了であり，個人薬局では難しい旨の
回答もみられた。
　その他，震度 6以上でのヒトの召集が精
神的・体力的に難しいとの意見や，被害が
なかった薬局から今回と同様の発災後の検
討は行っていないものの，今後起こり得る
大災害に対して冷静に対処すべきであると
いう意見もみられた。
2

図 2.　勤務スタッフ数の割合

図 3.　地震による被害状況
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2) 統計解析結果
　アンケートの自由記述欄に記載された内
容に関して，テキストマイニング解析に基
づく抽出語の出現回数で傾向をみる形態素
出現頻度のランキング結果を表 3に示し
た。
　その結果，抽出語で「棚」の出現回数
が 16回と最も多く，次いで「連絡」：11
回，「緊急」，「作成」がそれぞれ 10回，「固
定」：9回などの結果となった。
　また，漏水ならびに備蓄用水に関連した
「水」の出現頻度も 6回みられた。
　次に，アンケート自由記述欄の記載内容

に関する共起ネットワークによる解析結果
を図 4に示した。
　共起ネットワーク結果では，抽出語句の
関係性から 5つのグループに分類された。
そのうち，「棚」を中心に 4つのグループ
が関連付けられ，上述の単純集計結果同様，
突っ張り棒での「棚」の固定（Group1)や
散剤や水剤が棚から飛び出さないように支
える（Group3）対策の記載が多く，形態
素出現頻度の結果と同様に災害時の薬局は
棚の転倒や移動による様々な被害が大きい
ことが示された。
　また，Group5 は，どの群とも結びつか

解析には，フロントエンドソフトとしてKH 
Coder ver.3.Beta.03 を使用するとともに，バッ
クエンドソフトとして ChaSen ver.2.3.3 を使用
した。

図 4. アンケートの自由記述欄の共起ネット
ワーク分析結果
　解析に際して，フロントエンドソフトとしてKH 
Coder ver.3.Beta.03 を使用するとともに，バック
エンドソフトとして形態素解析用ソフトウェアとし
て ChaSen ver.2.3.3 を，データ解析用ソフトとし
て R ver.3.1.0 をそれぞれ用いた。距離は Jaccard 
係数を用いて算出した。
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ず独立した状態で配置されており，「連絡」
「緊急」「作成」といった形態素出現頻度結
果でも上位を占めた語句がリンクされたこ
とから，被害報告並びに人の参集等を目的
とした緊急連絡を行う際の手段や連絡手順
などについての関連性が明らかとなった。
　このほか，ウィンドウガラス破損後の対
策としてシートでカバーする(Group1)，
医薬品以外の物品の落下防止（Group2)，
防災ヘルメットの用意(Group3)といった
関連性が抽出できた。

考察
　厚生労働省防災業務計画 2)では，大規模
災害時における経時的な医療提供体制にお
ける医薬品の供給に関して，被災都道府県
による被災地内の医薬品等の在庫および需
給状況の把握ならびに都道府県薬剤師会へ
の要請を通して，医薬品等の迅速な供給と
適正使用を図り，被災エリアの薬局等が再
開した場合には，当該薬局における医薬品
等の供給に関する状況を考慮し，被災都道
府県による供給を段階的に限定し，通常の
医薬品供給体制に速やかに移行できるよう
に努めることとしている。医薬品等医療機
器等法において，薬局の位置づけとして地
域医療に重点を置く「地域連携薬局」と，
がんや循環器等で高度医療に対応・連携す
る「高度医療連携薬局」へと機能区分され
ていく中で，院外処方箋の発行率が 70％
を超える現状を勘案すると，医薬品ロジス
ティクスの観点からも医薬品供給拠点とし
ての薬局の役割は非常に大きいといえる。
　筆者らは，災害発生時に医薬品ロジステ
ィクスが深刻な打撃を受けた場合，被災地
の医薬品不足と，支援地からの被災地内の
状況把握が困難であることから，医薬品の
管理状況を把握できる「災害時医薬品供給
管理システム」を構築し，今後も発生する
と予想される大規模自然災害発災時の薬剤
師の果たすべき役割に対してDMATや JMAT
をはじめとする各種医療救援部隊所属の薬
剤師の医薬品管理業務に寄与できる管理シス
テムを開発・試行した結果等を報告した3,4)。
　大阪府北部地震は，阪神・淡路大震災同
様，都市部における直下型地震の特徴を有

しており，発災時刻が午前 8時であったた
め茨木市，高槻市，箕面市，枚方市といっ
た大阪府北部での震度6弱の大きな揺れに
よる鉄道・道路の広範囲での不通がみられ5)，
移動手段として車や鉄道等を利用する薬剤
師を含めた薬局スタッフの通勤に大きな影
響があったことが考えられた。マンパワー
の確保については，これまでも被災地での
医薬品の供給・管理や公衆衛生活動，診療
補助等を担う薬剤師の確保の重要性が指摘
される 6)とともに，発災 1週間経過後の急
性期以降の災害医療として，被災地の医療
機関の復旧支援と並行して，被災者の健康
管理や慢性疾患治療に対応する必要性が高
まってくると考えられる。阪神・淡路大震
災や中越地震においても，長期の避難生活
に起因する血糖コントロールの悪化 7)や循
環器疾患，脳血管疾患等による死亡例の報
告があり 8)，東日本大震災の大規模な被災
を契機として，災害対策に対してより積極
的に取り組む医療機関が増えている 9)もの
の，震災後に慢性疾患の持病の薬を失った
いわゆる「薬難民」が多数発生した 10)こ
ともあり，被災地の薬局に対しては，発災
後 1週間以内の急性期における地域の医療
救護活動はもとより，発災からの時間経過
とともに通常診療への対応が求められる。
　今回，自由記述を含むアンケート調査を
実施し，単純集計およびテキストマイニン
グによる共起ネットワーク解析結果から，
薬局内の棚や医薬品棚の固定化ならびに緊
急連絡を行う際の手段などについての検討
の重要性が明らかとなったが，その一方で，
表 2にあるように「震度 6以上でのヒト
の召集が精神的・体力的に難しい」，「個人
薬局における被害復旧のための人材の確保
が難しく対策が未完了である」といった意
見の薬局もみられたことから，地域医療の
質を守る観点から薬局業務の継続あるいは
早期の再開をどのように行うのか，特に個
人薬局でのBCP（事業継続計画：Business 
Continuity Plan）の策定・見直しが必要で
あり，地域薬剤師会のバックアップととも
に災害時における薬局BCP11)の策定指針等
を参考に，自施設での防災への対応力強化
の必要性が示された。
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Damage analysis and countermeasures for pharmacy 
facilities after the 2018 Osaka earthquake

Abstract
With the issuance rate of out­of­hospital prescriptions exceeding 70%, 

pharmacies play a major role as a drug storage and supply base in the event of a 
disaster. Therefore, by conducting a questionnaire survey including a free description 
of the damage situation of pharmacies after the 2018 Osaka earthquake and 
analyzing and examining the obtained results, it is possible to better manage natural 
disasters including major earthquakes that may occur in the future. We decided to 
consider the measures taken by pharmacies to deal with such disasters. We conducted 
an online questionnaire survey of member pharmacies of the Ibaraki City Pharmacist 
Association, focusing on the damage caused by the earthquake and countermeasures 
after the disaster.

As a result, the most common damage was cracks in the walls, crushed 
windowpanes, water leaks due to damage to water pipes, and falls and movements of 
shelves. As for pharmaceuticals, there were also cases of dropping and damaging 
liquids and powders, and disposal of cold­stored pharmaceuticals due to power 
outages caused by water leaks. In addition, a wide range of damages were confirmed, 
such as the restoration of facilities and the difficulty in dealing with patients due to 
the obstacles involved in the gathering of pharmacy staff. In addition, the results of 
co­occurrence network analysis by text mining suggest that it is important to consider 
the immobilization of shelves and drug shelves in pharmacies, as well as the means 
and contact procedures for emergency contacts, and information management 
methods.

Keywords: 2018 Osaka earthquake, pharmacy, disaster situation, questionnaire 
survey


